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質
問　
適
応
教
室
の
現
状
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
一
人
一
人
の
ニ 

ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
の
充
実
は
。

答
弁　
本
市
に
は
８
カ
所
の
適

応
指
導
教
室
が
あ
り
、
社
会
的

自
立
に
向
け
て
支
援
し
て
い
る
。

学
習
や
運
動
時
間
の
大
枠
は
決

め
て
い
る
が
、
一
人
一
人
が
予

定
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

り
、
指
導
員
と
の
相
談
時
間
を

設
け
た
り
し
て
い
る
。
今
後
も

指
導
体
制
や
施
設
設
備
の
充
実

を
研
究
し
た
い
。

質
問　
糖
尿
病
の
患
者
数
、
糖

尿
病
に
よ
る
透
析
の
医
療
費
は
。

ま
た
、
治
療
中
断
者
に
も
受
診

勧
奨
を
行
い
治
療
に
結
び
つ
け

る
考
え
は
。

答
弁　
平
成
31
年
３
月
時
点
で
、

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
患
者

数
は
９
３
４
５
人
で
、
透
析
に

よ
る
医
療
費
は
約
７
億
３
５
０ 

０
万
円
と
推
計
さ
れ
る
。 

　
ま
た
、
受
診
勧
奨
に
向
け
６

月
に
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
か
ら
対

象
者
を
抽
出
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
特
定
健
診
の
デ
ー
タ

と
の
突
合
や
加
工
作
業
の
手
法

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
医

療
費
抑
制
の
面
か
ら

も
先
進
事
例
を
参
考

に
研
究
し
た
い
。

意思や状況をうまく言葉で伝えられない場合に、イラストを指差しして相手との意思疎通を図るツール。●コミュニケーションボード

19
号
の
被
災
に
よ
り
、
３
月
末

の
廃
止
と
す
る
。
今
後
は
幅
広

い
世
代
が
利
用
可
能
な
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
整
備
に
向
け
、
土
砂

の
除
去
後
、
測
量
調
査
を
予
定

し
て
い
る
。
自
転
車
専
用
コ
ー

ス
整
備
は
、
敷
地
に
制
約
が
あ

る
た
め
困
難
で
あ
る

が
、
今
後
の
研
究
課

題
と
し
た
い
。

質
問　
災
害
対
応
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ 

ー
ド
活
用
の
考
え
は
。
ま
た
医

療
的
ケ
ア
児
や
重
症
心
身
障
が

い
児
・
者
の
薬
な
ど
の
対
応
は
。

答
弁　
日
常
生
活
に
配
慮
が
必

要
な
人
や
障
害
を
持
っ
て
い
る

人
と
、
避
難
所
で
円
滑
な
意
思

疎
通
を
図
る
た
め
の
有
効
な
ツ

ー
ル
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
関
係
部
局
と
連
携
し
、

実
行
に
移
し
て
い
き
た
い
。 

　
ま
た
、
自
助
が
前
提
だ
が
、

緊
急
的
に
避
難
し
た
場
合
の
飲

み
薬
な
ど
の
手
配
は
、
臨
機
応

変
に
対
応
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、

専
門
的
な
設
備
や
人
材
が
整
っ

た
避
難
環
境
に
す
る
た
め
、
昨

年
度
に
社
会
福
祉
法
人
等
と
協

定
を
締
結
し
、
各
施
設
を
避
難

先
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

質
問　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
対
象
者
の
う
ち
、
ま
だ
接

種
し
て
い
な
い
人
へ
の
勧
奨
は
。

答
弁　
定
期
接
種
の
機
会
は
５

年
に
一
度
の
み
で
あ
る
こ
と
を

周
知
、
啓
発
す
る
と
と
も
に
広

報
高
崎
や
ラ
ジ
オ
高
崎
な
ど
を

活
用
し
た
接
種
勧
奨
に
よ
り
、

接
種
率
の
向
上
に
も

努
め
た
い
。

質
問　
令
和
２
年
度
の
予
算
規

模
と
重
点
事
業
は
。

答
弁　
高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
建
替
工
事
に
着
手
す
る
た
め

大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、

高
崎
芸
術
劇
場
建
設
事
業
の
終

了
に
伴
い
、
歳
出
の
予
算
規
模

は
前
年
度
並
み
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。
重
点
事
業
は
、
各
部

局
か
ら
の
要
望
を
も
と
に
選
定

を
進
め
て
お
り
、
お
と
し
よ
り

ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー
の
整
備
や
、

ま
ち
な
か
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

助
成
な
ど
の
本
市
独
自
の
経
済

対
策
を
優
先
に
考
え
て
い
る
。

質
問　
複
雑
化
す
る
行
政
対
応

に
は
、
市
民
に
協
働
の
必
要
性

を
示
し
、
理
解
を
求
め
る
事
が

大
切
で
あ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
弁　
市
民
を
は
じ
め
、
各
種

団
体
と
行
政
が
協
働
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
で
相
互
に
連
携
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
対
応

や
地
域
福
祉
分
野
に
お
け
る
市

の
取
り
組
み
に
は
、
よ
り
身
近

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
の

協
力
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
今

後
も
地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

質
問　
民
間
施
設
に
範
囲
を
広

げ
た
避
難
所
の
拡
大
や
要
配
慮

者
の
避
難
支
援
、
福
祉
避
難
所

の
在
り
方
は
。

答
弁　
町
内
会
の
公
民
館
や
所

有
者
の
了
承
を
得
た
民
間
施
設

な
ど
２
２
２
の
施
設
を
届
出
避

難
所
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

ま
た
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
を
作
成
し
、
災
害
時
に
地
域

と
情
報
共
有
を
行
い
、
避
難
の

難
し
い
人
へ
の
支
援
に
活
用
す

る
。
さ
ら
に
現
在
、
福
祉
避
難

質
問　
個
人
が
鉛
製
の
給
水
管

の
取
り
替
え
工
事
を
す
る
場
合
、

費
用
助
成
を
行
う
自
治
体
も
あ

る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
国
で
は
鉛
製
給
水
管
の

解
消
を
重
点
施
策
に
挙
げ
て
お

り
、
工
事
費
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
は
鉛
管
の
削
減
に
向
け

た
手
法
の
一
つ
と
考
え
る
。
配

水
管
の
更
新
事
業
を
引
き
続
き

進
め
る
と
と
も
に
助
成
制
度
に

つ
い
て
も
他
市
の
状
況
や
効
果

を
参
考
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
市
民
ゴ
ル
フ
場
跡
地
に

整
備
予
定
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
構
想
の
工
程
は
。
そ
の

中
で
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
自
転
車
コ
ー
ス
設
置

の
考
え
は
。

答
弁　
利
用
者
の
減
少
が
続
き

来
年
９
月
に
閉
鎖
を
予
定
し
て

い
た
市
民
ゴ
ル
フ
場
は
、
台
風

所
と
し
て
長
寿
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
市
有
施
設
19
カ
所
と
民
間
施

設
の
55
カ
所
を
指
定
し
て
い
る
。

質
問　
群
馬
Ｄ
Ｃ
に
向
け
た
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
前
回
好
評
だ
っ
た
ま
ち

な
か
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
内
容

を
も
と
に
、
来
訪
者
が
市
内
全

域
を
回
遊
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
検
討
し
た
い
。 

　
ま
た
、
高
崎
駅
観
光
案
内
所

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
や
外
国

語
対
応
の
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を

図
る
な
ど
、
今
後
も
、
グ
グ
っ

と
ぐ
ん
ま
観
光
宣
伝
推
進
協
議

会
と
の
連
携
の
も
と
、
お
も
て

な
し
の
心
で
受
け
入

れ
る
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
く
。

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

災
害
時
の
障
が
い
児・者
へ
の
支
援

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

給
水
管
に
使
用
さ
れ
て
い
る
鉛
管

　

公
園
で
の
自
転
車
利
用

三み
つ
い井 

暢の
ぶ
ひ
で秀

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

災
害
に
お
け
る
避
難
所
の
課
題 

　

群

馬

Ｄ

Ｃ

高た
か
は
し橋 

美み

な

お
奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

令
和
２
年
度
予
算
編
成
と
本
市
の
財
政
運
営

　
本
市
の
市
民
力
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

高齢者や障害者など、一般的な避難所では生活に支障をきたす人のための避難所。●福祉避難所（P8参照）

本市と観光関係者、JRなどが一体となって行う大型の観光キャンペーン。●群馬ＤＣ（P8参照）

中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

不
登
校
対
策
と
適
応
指
導
教
室
の
充
実

　

糖
尿
病
重
症
化
予
防
対
策

質
問　
本
年
10
月
に
開
設
し
た

こ
ど
も
救
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用

状
況
と
児
童
相
談
所
の
設
置
に

つ
い
て
、
現
段
階
で
の
本
市
の

考
え
は
。

答
弁　
当
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
た
１
カ
月
の
虐
待
通
告
件
数

は
33
件
で
、
昨
年
度
の
月
平
均

通
告
件
数
の
２
倍
程
度
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
高
崎
の
子
ど

も
は
高
崎
で
守
る
と
い
う
考
え

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
立
入
調

査
権
や
一
時
保
護
な
ど
の
措
置

権
限
を
持
つ
児
童
相
談
所
の
設

置
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
、
実
績
と
経
験
を
積
み
な

が
ら
運
用
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　
市
街
化
調
整
区
域
の
開

発
に
つ
い
て
、
防
災
・
減
災
と

い
う
視
点
か
ら
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
市
の

考
え
は
。

答
弁　
市
街
化
調
整
区
域
だ
け

で
な
く
、
市
街
化
区
域
、
非
線

引
き
地
域
も
含
め
て
考
え
て
い

る
。
防
災
・
減
災
と
い
う
観
点

か
ら
、
開
発
許
可
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
規
制
す
る
必
要
性
や

そ
の
区
域
、
方
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。

逆さ
か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

児
童
虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み 

　

防
災
・
減
災
と
居
住
誘
導
策

観光客誘致のためのキャンペーン

（P9参照）

（P9参照）

平成31年・令和元年  市議会の状況 平成31年・令和元年中に開催された本会議や委員会等の
開催状況と視察の受入状況をお知らせします。

本市が先進的に取り組んでいる事業について
全国から視察がありました。

※1月10日現在の閲覧数です。本会議

委員会等 視察受け入れ

区　分 会　期 会期日数 会議日数 一般質問者数 傍聴者数 インターネット
中継閲覧数※

第１回定例会 ２月22日～３月18日 25日 8日 19人 122人 1,084件
第２回臨時会 ５月21日 1日 1日 －　 4人 91件
第３回定例会 ６月13日～６月27日 15日 6日 20人 140人 1,064件
第４回定例会 ９月５日～９月27日 23日 6日 21人 196人 1,622件
第５回定例会 11月28日～12月12日 15日 6日 21人 141人 1,914件

計 79日 27日 81人 603人 5,775件

区　　分 会議等
開催回数

付託議案等の数
議　案 請　願

常　任　委　員　会 40回 95件 ３件
特　別　委　員　会 16回 11件 －
議 会 運 営 委 員 会 26回 － －
各 派 代 表 者 会 議 16回
広　報　委　員　会 ４回

受入団体数 34市区町村議会等 受 入 人 数 255人

主な視察内容 件数
 高崎アリーナ ８件
 空き家緊急総合対策 ８件
 まちなか商店リニューアル助成 ５件
 介護ＳＯＳサービス 4 件
 くらぶち英語村 4 件

さらに詳しい内容は会議録で
市議会ホームページ（会議録検索）や以下の施設で、
どなたでもご覧いただくことができます。 
今回の本会議については２月下旬に公開予定です。

・市民情報センター（市役所１階）
・高崎市立図書館（本館及び地区館）
・倉渕公民館図書室

情報や注意を促すために表示する視覚記号のことで、災害時に使用することを目的としたもの。●災害対応ピクトグラム
卸売市場などで取引される価格。●枝

え だ

肉
に く

価格（P7参照）


